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カウンセリングが必要な事例に関する調査（平成１５年～平成１７年） 
（社）被害者支援都民センター 

総受理ケース数  ２，１３８件 
カウンセリングを希望しているケース数  １９９件 
＜資料１＞ 
◆被害別ケース数 （図１） 
殺人        ３６（１６８） 
強盗          ９（８７） 
性的被害      ８４（５９８） 
暴行・傷害     ２０（４８６） 
DV          ６（１２７） 
ストーカー      ３（１９４） 
交通死亡事故    ３４（１５７） 
交通事故       ７（３２１） 

計１９９（２，１３８） 
 
◆支援センターでのカウンセリングを希望する理由別ケース数（図２） 
・経済的に継続が困難  １２２ 
・カウンセリングを希望しているが、適切な機関がみつからない  ６７ 
・カウンセリングを受けていたが二次被害を受けた    １０ 

 
 ◆カウンセリング実施状況（図３）   ※４２支援団体中３９団体から回答 
・支援センター職員のみが実施        ５団体 
・支援センター職員と有料の専門家が実施  １７団体 
・有料の専門家が実施            ８団体 
・実施していない              ９団体 
 
◆支援センターによるカウンセリング費用の負担状況（回数）（図４） 
・負担しない（被害者が全額負担）      ３団体 
・初回のみ無料               ４団体 
・２回まで無料               ３団体 
・３回まで無料               ４団体 
・５回まで無料               ２団体 
・６回まで無料               １団体 
・回数制限なし               ５団体 
※支援センター職員がカウンセリングを実施している８団体については、費用が発生し

ないため算入していない 
 
＜資料２＞  
 カウンセリングが必要な事例（一覧表） 

＜資料３＞ 
カウンセリングが必要とされる被害者の実例 
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図１ 

カウンセリングを必要とする事例（被害別）

168

87

598

486

127

194
157

321

36
9

84

20 6 3
34

7

0

100

200

300

400

500

600

700

殺
人

強
盗

性
被
害

暴
行
･傷
害 DV

ス
トー
カ
ー

交
通
死
亡
事
故

交
通
事
故

（ケース数）

総受理ケース
数

カウンセリング
必要ケース数

 
 
図２ 

支援センターでのカウンセリングを希望する理由
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図３ 

カウンセリング実施状況
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図４ 

支援センターによるカウンセリング費用の負担状況（回数）
(有料の専門家によるカウンセリング費用に限る）
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注）支援センター職員によるカウンセリングの回数は、費用が発生しないため算入してい

ない 


